
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.180-181　都市や産業の発展と自然環境
2．目標　⑴　福岡市が発展した背景を、大陸との距離や国内での位置に着目して理解できる。
	 ⑵　	北九州市の工業が発展した経緯と現在までの工業の発展について、アジアの国々との位置関係に着目して

考察できる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．「クルーズ客船か
らバスに乗り換える
観光客」の写真を題材
にし、本時の課題をつ
かむ。

２．福岡市の位置を地
図帳で確認してクルー
ズ船が多い理由を予想
し、学習課題への見通
しを持つ。

〇　「クルーズ客船からバスに乗
り換える観光客」の写真を題材に
し、どこの国からの観光客なのか
考えさせながら、本時への導入を
図る。

◆　地図帳で福岡市の位置を確認
させ、朝鮮半島や中国が近いこと
に気付かせる。
〇　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た
せる。

展
　
　
開

３．福岡市は、日本の
ほかの都市や大陸とど
のような位置関係にあ
るのか確認する。

○　福岡市と博多湾の位置を地図
帳で確認し、日本やアジアの都市
との位置関係を確認させる。
○　福岡からプサンまでは、高速
フェリーを使うと３時間程度で行
けることを補足する。

○　成田国際空港と比較したとき
の福岡空港の利用客の特色を挙げ
させる。
◆　福岡空港の訪日外国人のうち、
9割以上がアジアからの人々であ
ることに気付かせる。

学習課題：�アジアの国々に近いということが、都市や地域の産業の発展にどのような影響を与えているのだ
ろうか。

評価との関連 指導のポイント

知識・技能
・福岡市と博多湾の位置を地図帳で確認し、日本やアジアの都市との位置関係を理解している。
・	八幡製鉄所と旧筑豊炭田の位置を地図帳で確認し、八幡製鉄所が北九州に造られた理由を考察し
ている。

思考・判断・表現 ・福岡県で観光業や工業が発展した理由を、アジアの国々との位置関係から説明している。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント

クルーズ船の乗客は、どこの国の人たちだろうか。

福岡市にクルーズ船が多いのはなぜだろうか。

福岡空港の利用客の特色を挙げてみよう。
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 地図帳 p.77 ②
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福岡から東京までの距離よりも近いアジアの都市
を挙げ、どのように結び付いているか調べてみよう。
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展
　
　
　
　
　
　
開

４．歴史的な経緯や交
通網の結節点の視点か
ら、福岡市の役割を考
える。

５．八幡製鉄所が北九
州市に建設された背景
を考察する。

６．九州地方の工業の
変化を理解する。

〇　学習プリントを活用し、さま
ざまな観点から、福岡市の特色を
まとめさせる。
◆　福岡市は、大陸との結び付き
が強く、九州地方の中心都市とし
ての役割もあることを理解させる。

〇　八幡製鉄所が北九州に建設さ
れた背景を考えさせる。
◆　八幡製鉄所と筑豊炭田の位置
を地図帳で確認させ、鉄鉱石の輸
入先である中国と筑豊炭田からの
輸送に便利な位置にあることに気
付かせる。

〇　九州地方の工業の特色の変化
をつかませる。
◆　鉄鋼の割合が減少し、輸送機
械の割合が増加したことに気付か
せる。
◆　1970 年代はＩＣの工場が増
加し、1990 年代以降は自動車に
関連する工場が増加したことを理
解させる。
○　資料から、九州地方の自動車
の輸出の特色を考えさせる。
◆　九州の自動車の輸出先は、全
国と比べてアジアへの割合が高い
ことに気付かせる。

整
　
　
理

７．本時のまとめをする。

８．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　福岡県で観光業や工業が発展
した理由を、大陸との近さや歴史
的なつながりから説明できたか確
認する。

〇　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

資料から八幡製鉄所が北九州市に造られた背景を
考えてみよう。

福岡県で観光業や工業が発展した理由を、アジア
の国々との位置関係から説明しよう。

九州地方の工業は、どのように変化したのだろうか。

九州地方の自動車の輸出の特色を挙げてみよう。
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福岡市の特色をまとめてみよう。
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 地図帳 p.88 ⑩

①　歴史的な面　　（例）　大陸とのつながりが深い。
②　交通の面　　　（例）　�東京や九州の各都市と新幹線や高

速道路でつながっている。
③　施設などの面　（例）　�商業施設や文化施設などが集中し

ている。


